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中村明日香 ：前方への重心移動が困難であった円背片麻痺症例 35

方へ移動する働きをヒールロッカーとされている
8）． 片麻痺において前方への重心移動が困難であれ

ば， 一般的に装具を用いて踵接地をつくりヒール

ロッカーを発生させる事によって重心前方移動を

促すことが出来るといわれている 8）． しかし円背

姿勢では重心線が後方へ偏位している事から， 歩

行時は特異的な下肢関節モーメントと歩容を呈す

る． すなわち， 立脚期の股関節伸展モーメント，

膝関節伸展モーメントは健常群に比べ大きく， 足

関節底屈モーメントは小さくなる傾向を示してい

る 4）． したがって， 円背姿勢ではその歩行特性か

ら踵接地がなく全足底接地となるため， 装具によ

るヒールロッカーが発生せず， 結果として重心は

後方に残存したままとなる． そこで， 健側下肢に

おける立脚後期の下肢アライメントに着目し， 重

心が前方に位置した足関節角度である底屈制限

-30°， 底屈制限なしでの足関節角度設定にしたと

ころ， 麻痺側下肢の接地と同時にスムーズな重心

前方移動を促せた． これは麻痺側下肢接地後， 装

具で下腿前傾が強められ膝が前方に促されたこと

により， 重心線が足部より前方に移動したと考え

られる． これにより重心移動やステッピングなど

の運動療法が効果的に行え， さらに歩行時の重心

前方移動を強化し安定化することができたと考え

られる． さらに， 円背患者の歩行時におけるアラ

イメントを崩さなかった事がスムーズな重心移動

につながったと考えられる．

今後の課題として， 今回は矢状面からの検討の

みであったため， 前額面からの検討も行っていく

必要があると思われる． また， 健側下肢の立脚後

期の足関節角度に着目し底屈制限 -30°にすること

で， 重心線を前方へ移動させることが出来たが，

背屈角度を増大する事で膝関節屈曲角度も増大さ

せる事となった． 円背では抗重力位を保つために

元々下肢の筋活動が大きくなっているが， 膝関節

屈曲角度増大により， 下肢の筋活動がより大きく

なってしまう事が考えられる． 膝関節屈曲角度増

大による， 歩行時の下肢疲労増大の訴えなどは今

回は認めなかったが， 補高の検討や他の装具など，

多様な補装具でのアプローチも試みていく必要が

あると思われる．

まとめ
著明な円背を呈した片麻痺患者において前方へ

の重心移動獲得に難渋した症例を経験した． 力学

的平衡を辛うじて保持している円背姿勢では， 片

麻痺を呈することで歩行時の前方への重心移動が

より困難となったと考えた． これに対して， 円背

の姿勢アライメントと特異的な歩行特徴を考慮し

た装具療法ならびに運動療法を行った結果， 前方

への重心移動が円滑となり歩容の改善が得られた．

高齢化に伴い， 姿勢障害を呈する片麻痺患者は今

後も増加すると考えられる． それぞれの姿勢の特

徴を考慮したアプローチが必要になると思われる．
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